
１ 入居者ニーズの変化

＜ＺＥＨ・省エネ文言を含む『ＳＵＵＭＯ』掲載数の推移＞

賃貸約３倍

出典：株式会社リクルート 「リクルートの運営する物件掲載数No.1不動産情報サイト『SUUMO』 2024年4月より新築住宅の省エネ性能表示
を開始住宅におけるGXを推進、光熱費を抑制し快適な住まいの実現に向けた情報発信へ」（2023年9月26日）

○不動産情報サイトでは、ＺＥＨ・省エネ文言を含む掲載数が増加



２ 住宅の環境性能に係る制度の強化

○新築住宅は省エネ基準適合義務化(最低基準：等級４)、 2030年までに
最低基準が等級５（現在のＺＥＨ水準）へ引上げ予定

○さらに、2027年度にはＺＥＨ水準が等級６に引上げ予定

←2030年までに引き上げられる最低基準（等級５）

←2025年４月からの最低基準（等級４）

←2027年度からのＺＥＨ水準（等級６）(国で現在検討中)

省エネ性能が低い既存住宅は
市場評価へ影響する可能性も



２ 住宅の環境性能に係る制度の強化
○国は2024年４月から、新築建築物の販売・賃貸事業者に対して省エネ
性能ラベル表示の努力義務化

〇既存建築物は法律上は努力義務対象、当面の間勧告対象とはされない
(省エネ性能が判明していれば新築同様に表示)

＜住戸における省エネ性能ラベル＞
■努力義務の対象建築物

2024年４月１日以降に建築確認申請を行う新築建築物
  (販売・賃貸を目的とした住宅及び非住宅)
■表示の対象者
販売・賃貸事業者

(仲介事業者、賃貸管理事業者、広告ポータルサイト事業者等
は協力)

■ラベル発行方法
①自己評価：販売・賃貸事業者が自ら省エネ性能を評価
②第三者評価：第三者評価機関に依頼し、省エネ性能を評価



２倍以上

３ 住宅の環境性能が健康等に及ぼす影響
○東京の住宅の冬のリビングの平均室温は北海道より低い
○家庭内事故は、ヒートショックによるものと推定される浴室での溺死が
多く、交通事故死の２倍以上
＜冬のリビングの平均室温＞ うち浴室

での溺死
6,354人

＜家庭内事故及び交通事故による
死亡者数の推移＞

出典：令和２年度第４回東京都住宅政策審議会企画部会 資料4-1

※ＷＨＯは冬の室温を18℃以上に保つことを強く勧告 出典：クールネット東京「令和6年度太陽エネルギーセミナー（動画）
第1弾＜10分でわかる！断熱住宅のススメ＞」ウェブサイト



３ 住宅の環境性能が健康等に及ぼす影響

○断熱が不十分な住宅は熱の出入りが大きく、無駄なエネルギーを消費
○高断熱住宅は室内気温が外気温の影響を受けにくく光熱費削減に繋がる

＜複層ガラス・アルミフレームの窓の家の場合、
夏は74%の熱が入り込み、冬は50%の熱が逃げる＞

出典：株式会社リクルート「SUUMOトレンド発表会2024」（2024年6月27日）



３ 住宅の環境性能が健康等に及ぼす影響

〇断熱性能が高い住宅では、入居者はアレルギーへのリスクが低減
○賃貸オーナーにとっても、賃貸住宅の維持管理の負担軽減に繋がる

出典：株式会社リクルート「SUUMOトレンド発表会2024」（2024年6月27日）
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